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１ 

史
跡

し

せ

き

高
松

た
か
ま
つ

城

跡

じ
ょ
う
あ
と 

天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
に
豊
臣
秀
吉
か
ら
讃
岐
一
国
を
与
え
ら
れ
た
生
駒
親
正
は
、
翌
一
六

年
（
一
五
八
八
）
か
ら
香
東
郡
野
原
郷
に
お
い
て
築
城
を
開
始
し
ま
し
た
。
親
正
は
築
城
に
際
し
、

地
名
を
高
松
に
改
め
ま
し
た
。 

北
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
内
堀
・
中
堀
・
外
堀
の
三
重
の
堀
で
残
り
三
方
を
取
り
囲
ん
だ
平
城
（
水

城
）
で
、
そ
の
縄
張
り
（
設
計
）
は
黒
田
孝
高

よ
し
た
か

（
如
水

じ
ょ
す
い

）
・
藤
堂
高
虎
・
細
川
忠
興
な
ど
の
諸
説
が
あ

り
ま
す
。
高
松
城
は
玉
藻
城
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
讃
岐
の
国
の
枕
詞
「
玉
藻
よ
し
」
に
由
来

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
、
親
正
は
石
田
三
成
に
味
方
し
ま
す
が
、
子
の
一
正

か
ず
ま
さ

は
徳
川
家
康
に
味
方
し
た
こ
と
か
ら
、
讃
岐
国
十
七
万
一
八
〇
〇
石
余
は
改
め
て
一
正
に
与
え
ら
れ
、

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
か
ら
高
松
城
を
居
城
と
し
ま
し
た
。
生
駒
家
の
治
世
は
寛
永
一
七
年
（
一

六
四
〇
）
ま
で
四
代
五
十
四
年
間
に
お
よ
び
ま
し
た
が
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
生
駒
騒
動

と
呼
ば
れ
る
家
臣
団
同
士
に
よ
る
対
立
が
生
じ
、
領
地
を
没
収
さ
れ
、
出
羽
国
矢
島
一
万
石
に
移
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
に
松
平
賴
重
に
東
讃
十
二
万
石
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
賴
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重
は
徳
川
家
康
の
孫
で
、
徳
川
光
圀
（
水
戸
黄

門
）
の
兄
に
あ
た
り
、
西
国
大
名
の
監
察
役
を

命
じ
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
光

圀
は
兄
を
差
し
置
い
て
水
戸
徳
川
家
を
継
い
だ

こ
と
を
悔
い
て
、
賴
重
の
子
綱
条

つ
な
え
だ

を
水
戸
徳
川

家
に
迎
え
、
実
子
賴
常

よ
り
つ
ね

を
賴
重
の
養
子
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
以
後
、
幕
末
ま
で
高
松
松
平
家
は

水
戸
徳
川
家
と
養
子
縁
組
を
繰
り
返
し
て
い
き

ま
し
た
。 

賴
重
は
入
部
三
年
目
の
寛
永
二
一
年
（
一
六

四
四
）
に
高
松
城
の
改
修
を
は
じ
め
、
寛
文
一

〇
年
（
一
六
七
〇
）
に
天
守
を
改
築
し
、
翌
年

か
ら
東
の
丸
、
北
の
丸
を
新
造
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
引
き
継
い
だ
二
代
藩
主
賴
常
は
月
見
櫓

（
着
見
櫓
）
や
艮
櫓
な
ど
を
建
て
ま
し
た
。
こ

図 1 かつての高松城と史跡指定範囲 
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れ
ら
の
改
修
に
伴
い
大
手
を
南
側
か
ら
東
側
に
移
動
し
、
三
の
丸
に
御
殿
を
建
て
ま
し
た
。
そ
の
後
、

城
は
大
き
な
改
変
は
行
わ
れ
ず
、
十
一
代
に
わ
た
っ
て
松
平
氏
の
居
城
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
官
軍
に
開
城
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
時
代
に
は
城
の
中
心
部
は
陸
軍
の
所
有
と
な
り
、
天
守
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
建
物
が
取

り
壊
さ
れ
る
と
と
も
に
、
外
堀
や
海
が
埋
め
立
て
ら
れ
市
街
化
が
進
み
ま
し
た
。
城
の
中
心
部
は
明

治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
再
び
松
平
家
に
払
い
下
げ
と
な
り
、
天
守
台
に
藩
祖
賴
重
を
祀
る
玉
藻

廟
、
三
の
丸
に
松
平
家
の
別
邸
と
し
て
披
雲
閣
が
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）

に
は
戦
災
で
桜
御
門
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
艮
櫓
な
ど
四
棟
が
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
城
跡
は
高
松
市
の
所
有
と
な

り
、
翌
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
玉
藻
公
園
と
し
て
一
般
に

公
開
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
披
雲
閣
（
旧

松
平
家
高
松
別
邸
）
の
三
棟
が
国
の
重
要
文
化
財
に
、
翌
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
は
披
雲
閣
庭
園

が
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
松
城
跡
は
史
跡
・
名
勝
・
重
要
文
化
財
の

三
重
指
定
と
な
り
ま
し
た
。 
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２ 

内
堀 

現
在
緑
地
帯
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
一
帯
は
、
か
つ
て
高
松
城
の
本

丸
と
二
の
丸
を
囲
む
よ
う
に
設
け
ら

れ
た
内
堀
の
跡
で
す
。
特
に
、
本
丸

は
こ
の
内
堀
に
よ
っ
て
四
方
を
囲
ま

れ
て
お
り
、
鞘
橋

さ
や
ば
し

の
み
で
二
の
丸
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
正
時
代

ま
で
は
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
し

た
が
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

に
完
成
し
た
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
記

念
道
路
の
建
設
に
伴
い
、
本
丸
西
側

が
埋
め
立
て
ら
れ
堀
幅
が
狭
く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
内

堀
を
含
む
高
松
城
跡
の
西
側
一
帯
に
お
い
て
全
国
産
業
博
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
戦
後
に

は
本
丸
西
側
は
完
全
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

図２ 『生駒家時代讃岐高松城屋敷割図』（高

松市歴史資料館蔵）に記載された堀幅 
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内
堀
の
う
ち
本
丸
西
側
部
分
の
堀
幅
は
絵
図
や
文
献
に
よ
っ
て
異
な
り
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
寛

永
一
五
～
一
六
年
（
一
六
三
八
～
三
九
）
頃
の
絵
図
で
は
一
四
間
と
最
も
狭
い
幅
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
二
五
ｍ
余
り
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

３ 

無
量
壽
院
跡

む
り
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
あ
と 

江
戸
時
代
に
は
高
松
城
の
西
の
丸
に
位
置
し
、
厩

う
ま
や

、

薬
園
、
学
問
所
、
考
信
閣

こ
う
し
ん
か
く

（
歴
史
編
纂
に
関
す
る
部

署
）
な
ど
時
代
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
使
わ
れ
方
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
発
掘
調
査
で
は
江
戸
時
代
の

遺
構
も
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
下
層
に
お
い
て

中
世
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
調
査
区

中
央
部
で
発
見
さ
れ
た
東
西
方
向
の
溝
か
ら
は
一
六

世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
土
器
や
瓦
な
ど
が
多
量

に
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
野
原

の

は

ら

濱
村

は
ま
む
ら

无
量

む
り
ょ
う

壽
院

じ
ゅ
い
ん

」
（
注
：
「
无
」
は
「
無
」
の
異
体
文
字
）
と
刻

図３ 無量壽院跡発掘調査状況（西から） 
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ま
れ
た
瓦
や
梵
字
瓦
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
青
磁
の
香
炉
や
五
輪
塔
も
出

土
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
調
査
地
が
香
川
県
屈
指
の
古
刹
で
あ
る
「
無
量
壽
院
」
の
跡
地
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

無
量
壽
院
は
高
松
市
御
坊
町
に
あ
る
寺
院
で
あ
り
、
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
、
紫
山

し

ざ

ん

随
願
寺

ず

い

が

ん

じ

と
号

し
ま
す
。
京
都
仁
和
寺
の
末
寺
で
、
付
近
の
多
聞
寺
・
西
福
寺
な
ど
六
ヶ
寺
を
末
寺
と
し
て
い
ま
し

た
。
天
平
一
一 

年
（
七
三
九
）
に
行
基
が
坂
田
郷
室
山
の
麓
に
創
建
し
、
そ
の
後
に
空
海
が
修
造
し
、

七
談
議
所

だ

ん

ぎ

し

ょ

の
一
つ
と
し
て
そ
の
伽
藍

が

ら

ん

は
荘
厳
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
白
川
法
皇
・
亀
山
天

皇
は
厚
く
信
仰
し
、
伽
藍
再
興
に
よ
り
更
に
興
隆
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

応
永
一
九 

年
（
一
四
一
二
）
の
『
北
野
天
満
宮
一
切

い
っ
さ
い

経
き
ょ
う

』
に
は
「
讃
州
野
原
無
量
壽
院
住
善
海
」

の
名
が
み
え
、
そ
の
奥
書
に
は
野
原
無
量
壽
院
・
野
原
西
浜
極
楽
寺
・
野
原
福
成
寺
な
ど
の
寺
院
名

が
散
見
で
き
ま
す
。
ま
た
、
藤
原
親
長
の
日
記
で
あ
る
『
親
長
卿
記
』
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
三

月
二
四
日
条
に
無
量
壽
院
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
）
に
戦
火
で
伽
藍
が
焼
失
し
、
寺
は
八
輪
島
（
現
在
の
高
松

城
付
近
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
調
査
で
出
土
し
た
文
字
瓦
は
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
調
査
地
が

無
量
壽
院
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 
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天
正
一
六 

年
（
一
五
八
八
）
に
生
駒
親
正
が
高
松
城
を
築
城
す
る
に
際
し
、
寺
は
西
の
方
（
浜
ノ

町
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
御
船
蔵
を
作
る
た
め
に
中
村
（
現

在
の
中
央
公
園
の
南
側
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
藩
の
長
屋
を

作
る
た
め
に
御
坊
町
に
移
転
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

４ 

中
堀
と
西
新
門 

高
松
城
は
本
丸
と
二
の
丸
を
囲
む
内
堀
、
城
の
中
枢
部
分
を
囲
む
中
堀
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
武

家
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
範
囲
を
囲
む
外
堀
の
三
重
の
堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
外
堀
か

ら
徐
々
に
埋
め
立
て
が
進
み
、
現
在
は
内
堀
と
中
堀
の
一
部
が
堀
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
中

堀
に
つ
い
て
は
、
玉
藻
公
園
の
東
側
と
南
側
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

城
の
中
枢
部
に
入
る
門
と
し
て
は
、
東
側
の
入
口
と
し
て
東
御
門
（
旭
門
）
、
西
側
か
ら
の
入
り
口
と
し

て
西
新
門
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

５ 

中
世
の
港
町
「
野
原

の

は

ら

」 

高
松
城
築
城
以
前
の
高
松
城
周
辺
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
『
南
海
通
記

な

ん

か

い

つ

う

き

』
巻
廿
の
記
述
が
有
名
で
す
。
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西
側
と
東
側
に
海
が
湾
入
し
て
お
り
、
そ

の
間
の
砂
州
（
陸
地
）
が
海
に
向
か
っ
て

突
き
出
す
様
子
が
、
あ
た
か
も
一
筋
の
矢

の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
た
め
篦
原

の

は

ら

（
野
原
）

郷

と

称

さ

れ

、

郷

内

に

は

、
「

西
浜

に
し
は
ま

」

「
東
浜

ひ
が
し
は
ま

」
と
い
う
漁
村
が
あ
っ
た
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
応
永
一
九
年
（
一
四
一
二
）
の

『
北
野
天
満
宮
一
切

い
っ
さ
い

経
き
ょ
う

』
の
奥
書
に
野
原

の
寺
院
と
し
て
無
量
壽
院

む
り
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

・
極
楽

ご
く
ら
く

寺
・
福
成

ふ
く
せ
い

寺
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
野
原
に
寺
院

が
多
く
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
ま
た
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
『
兵
庫
北
関
入
舩
納
帳

ひ
ょ
う
ご
き
た
せ
き
い
り
ふ
ね
の
う
ち
ょ
う

』
に
は
野
原
を
船
籍
地
と
し
た

船
が
み
ら
れ
、
発
掘
調
査
で
も
現
在
の
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
周
辺
で
、
中
世
前
半
の
港
湾
関
連
施
設
が
検
出

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
在
の
琴
電

こ
と
で
ん

片
原
町

か
た
は
ら
ま
ち

駅
東
側
も
そ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

図４ 中世後半の高松の地形復元図 

（香川県歴史博物館 2007 から転載） 
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『
南
海
通
記
』
に
よ
る
と
野
原
の
領
主
層
と
し
て
香
西
氏
旗
下
の
真
部

ま

な

べ

、
楠
川

く
す
か
わ

、
雑
賀

さ

い

が

、
唐
人

か

ら

と

、
片
山

か
た
や
ま

、

仲な
か

、
岡
田

お

か

だ

、
藤
井

ふ

じ

い

と
い
っ
た
人
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
上
か
ら
、
築
城
以
前
の
高
松
城
周
辺

は
多
く
の
寺
院
や
小
領
主
を
抱
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
の
経
済
的
基
盤
を
有
し
た
港
町
「
野
原
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
地
域
の
中
心
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

６ 

外
堀 

高
松
城
の
外
堀
は
、
現
在
の
東
浜
港
が
北
東
部
、
片
原
町
と
兵
庫
町
が
南
側
、
高
松
駅
が
北
西
部
に
あ

た
り
、
か
つ
て
の
高
松
城
が
広
大
な
面
積
（
約
六
十
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
外
堀
の
北
東
部
は
商
船
等
が
出
入
り
す
る
商
業
港
と
し
て
、
北
西
部
は
藩
の
船
の
停
泊
港
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

７ 

報
時
鐘

ほ
う
じ
し
ょ
う 

高
松
城
で
は
城
内
の
太
鼓
を
打
っ
て
城
下
の
人
々
に
時
を
知
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
城
下
町
の
拡
張
に

よ
り
、
そ
れ
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
松
平
賴
重
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
城
下
の
人

に
時
を
知
ら
せ
る
た
め
に
大
坂
で
鐘
を
鋳
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
大
判
三
〇
枚
を
加
え
た
と
さ
れ
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ま
す
。
当
初
稲
田
氏
の
屋
敷
に
近
い
外
堀
西

南
の
土
手
に
鐘
楼
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
絵

図
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
後
、
一
番
丁

（
現
材
の
錦
町
一
丁
目
付
近
）
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
廃
藩
と
と
も
に
鐘
の
音
は
止
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

に
四
番
丁
尋
常
小
学
校
の
綾
田
桃
三
校
長
に

よ
り
同
校
内
に
鐘
楼
を
再
興
し
ま
し
た
。
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
の
市
庁
舎
の
サ
イ
レ
ン
設
置
ま
で
高
松
市
の
名
物
と
し
て
市
民
に
懐
か

し
い
響
き
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
玉
藻
公
園
披
雲
閣
の
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
高
松
市
の
市
政
施
行
九
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
城
北
側

に
建
物
を
復
興
し
て
、
鐘
を
納
め
て
い
ま
す
。 

 

８ 

八
雲

や

く

も

橋 

江
戸
時
代
、
外
敵
の
侵
入
か
ら
城
を
守
る
た
め
、
外
堀
に
は
ほ
と
ん
ど
橋
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 図５ 報時鐘 
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し
か
し
、
明
治
時
代
に
な
る
と
役
目
を

終
え
、
堀
は
埋
立
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、

行
き
来
し
や
す
い
よ
う
に
橋
が
架
け
ら

れ
ま
し
た
。
八
雲
橋
も
明
治
一
二
年
（
一

八
七
九
）
、
現
在
地
の
北
西
約
四
〇
メ
ー

ト
ル
付
近
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時

付
近
に
は
出
雲
大
社
分
院
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
こ
の
橋
を
渡
っ
て
参
拝
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
名
前
の
由
来
も
、
出

雲
の
枕
こ
と
ば
「
八
雲
立
つ
」
か
ら
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
、
外
堀
は
埋
め
立

て
ら
れ
、
八
雲
橋
も
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
約
一
〇
〇
年
の
歳
月
が
流
れ
た
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
、
土
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
一
本

の
橋
の
親
柱
を
用
い
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
造
ら
れ
ま
し
た
。 

図６ 「出雲」の記載が見られる明治 14 年の地図 
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９ 

高
松
市
道
路
元

標

げ
ん
ぴ
ょ
う 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
道
路
の
管
理
や
建
設
な
ど

に
関
し
て
道
路
法
が
制
定
さ
れ
、
香
川
県
に
お
け
る
国
道

は
、
高
松
か
ら
徳
島
へ
向
か
う
二
二
号
と
高
知
へ
向
か
う

二
三
号
、
松
山
へ
向
か
う
二
四
号
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時

は
、
市
町
村
ご
と
に
道
路
の
里
程
（
距
離
）
を
測
る
基
準

点
と
し
て
道
路
元
標
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
高
松
市
に
も

道
路
元
標
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
急
激
に
成
長
し
た
自
動
車
交
通
に
対
応
す
る
た
め
、
道
路
法
は
全
面

改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
国
道
の
指
定
も
変
更
さ
れ
、
元
標
は
廃
止
の
運
命
を
た
ど
り
、
現
在
と
な
っ
て

は
記
念
碑
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

10 

常
磐

と

き

わ

橋 

高
松
城
の
外
堀
に
架
か
っ
て
い
た
橋
で
、
橋
の
北
側
に
は
番
所
が
あ
り
、
南
側
に
は
高
札
場

こ

う

さ

つ

ば

が
あ
り
ま

し
た
。
築
城
当
初
は
土
橋
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
木
造
の
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。 図７ 高松市道路元標 



 

14 

城
下
町
か
ら
各
地
に
通
じ
る
五
街
道
の
起
点
と
な

っ
た
重
要
な
橋
で
、
南
に
丸
亀
町
か
ら
仏
生
山
・

金
比
羅
街
道
へ
、
東
は
片
原
町
か
ら
志
度
・
長
尾

街
道
へ
、
西
は
兵
庫
町
か
ら
丸
亀
街
道
へ
通
じ
て

い
ま
し
た
。 

外
堀
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
埋
め

立
て
ら
れ
、
橋
も
石
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
外
堀
が
完
全
に

埋
め
立
て
ら
れ
、
橋
は
栗
林
公
園
の
東
門
に
移
さ

れ
ま
し
た
。 

 

11 

厩

跡

う
ま
や
あ
と 

 

高
松
三
越
北
側
の
駐
車
場
を
発
掘
し
た
と
こ

ろ
、
東
西
三
．
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
．
八
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
一
．
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
石
垣
で
囲

図８ 『讃岐国名勝図絵』に描かれた常磐橋・華下天満宮付近 
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ま
れ
た
大
型
井
戸
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
井
戸
の
南
側
に
は
昇
り
降
り
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
東
西
七
．
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
．
一
メ
ー
ト
ル
の
踊
り
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
玉
砂

利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
石
垣
は
す
べ
て
花
崗
岩
の
割
石
を
使
用
し
て
お
り
、
北
西
隅
の
石
に

は
〇
の
中
に
＋
の
記
号
と
扇
形
の
刻
印
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
井
戸
の
主
な
使
用
時
期
は
、
扇
形
の
刻

印
が
生
駒
家
の
家
紋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
出
土
し

た
陶
磁
器
な
ど
か
ら
、
生
駒
家
が
治
め
て
い
た
江
戸
時
代
初
期

の
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
井
戸

の
発
掘
は
高
松
城
内
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

目
的
で
井
戸
が
造
ら
れ
た
の
か
今
後
の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
こ
の
場
所
に
井
戸
が
造
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
中

世
に
埋
没
し
た
川
跡
が
あ
っ
て
伏
流
水
が
豊
富
で
あ
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
石
垣
の
隙
間
か
ら
は
水
が
湧
き
出
し
、
常

に
五
〇
セ
ン
チ
以
上
も
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

調
査
地
は
絵
図
な
ど
か
ら
生
駒
期
の
末
期
に
は
「
浅
田
図
書
」

「
生
駒
左
衛
門
佐
」
の
屋
敷
が
あ
り
、
次
い
で
松
平
家
初
期
に

図９ 厩跡で検出した井戸 
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は
「
間
嶋
半
右
衛
門
」
「
松
田
庄
左
衛
門
」
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
発
掘
調
査

で
も
、
松
田
庄
左
衛
門
の
弟
の
「
松
田
庄
九
郎
」
の
名
が
墨
で
書
か
れ
た
木
簡

も
っ
か
ん

（
荷
札
）
が
井
戸
か
ら
出

土
し
て
お
り
、
絵
図
ど
お
り
に
家
臣
た
ち
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
絵
図

に
よ
れ
ば
江
戸
時
代
後
半
に
は
厩
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
「
井
戸
址
」
と
い
う
添
え

書
き
も
見
ら
れ
、
井
戸
が
埋
め
ら
れ
た
後
も
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
12 
華
下

は
な
し
た

天
満
宮

て
ん
ま
ん
ぐ
う 

仁
和
二
年
（
八
八
六
）
に
菅
原
道
真
が
国
司
と
し
て
讃
岐
に
赴
任
し
た
際
に
、
東
浜
に
上
陸
し
た

が
、
付
近
に
宿
泊
す
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
長

命

ち
ょ
う
み
ょ
う

寺
（
愛
行
院

あ
い
ぎ
ょ
う
い
ん

）
で
宿
泊
し
た
こ
と
か
ら
、
住
持
増ぞ

う

圭け
い

と
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
に
都
へ
帰
る
際
に
は
長
命
寺
に
立
ち
寄
り
、
別
れ

を
惜
し
む
増
圭
に
自
画
像
を
贈
り
ま
し
た
。
延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
に
道
真
が
没
す
る
と
、
こ

れ
を
聞
い
た
地
元
住
民
に
よ
っ
て
当
社
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
生
駒
親
正
の
高
松
城
築
城
に
際
し
て
河
川
の
流
れ
を
防
ご
う
と
し
た
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
の
で
、
当
社
に
丸
石
二
五
個
を
納
め
た
と
こ
ろ
川
の
水
が
止
ま
り
、
築
城
が
叶
っ
た
の
で
、
祭
田

を
与
え
て
城
の
鎮
守
と
し
ま
し
た
。
松
平
家
の
治
世
に
な
り
や
や
衰
え
て
い
ま
し
た
が
、
三
代
藩
主

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E9%A7%92%E8%A6%AA%E6%AD%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9D%BE%E5%9F%8E_(%E8%AE%83%E5%B2%90%E5%9B%BD)
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松
平
賴
豊
の
信
仰
が
あ
り
、
大
規
模
な
社
殿
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
社
殿
は
、
現
在
よ
り
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
あ
り
、
時
期
不
明
で
す
が
現
在
地
に
遷
宮
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
『
讃
岐
国
名
勝
図

会
』
で
は
賴
豊
時
代
に
遷
宮
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
松
平
家
時
代
に
は
以
下
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
西
川
藤
左
衛
門
久
邦
が
、
菅

公
を
信
仰
し
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
町
奉
行
与
力
か
ら
御
膳
番
役
に
な
り
、
さ
ら
に
信
仰
を
深
め
て
い

き
ま
し
た
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
正
月
に
、
藤
左
衛
門
が
家
で
居
眠
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

烏
帽
子
に
白
衣
姿
の
人
が
来
て
、
「
た
だ
今
菅
神
御
光
臨
あ
り
、
家
内
を
清
め
て
待
つ
べ
し
」
と
言
っ

た
の
で
、
心
得
た
と
答
え
て
ま
た
眠
っ
て
い
る
と
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
最
後
に
は
そ

の
白
衣
姿
の
人
が
大
い
に
怒
り
、
「
菅
神
た
だ
今
御
出
な
り
、
油
断
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
家

の
門
を
た
た
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
左
衛
門
が
起
き
上
が
り
、
出
よ
う
と
す
る
と
、
「
菅
神
の
画

像
は
望
み
な
き
や
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
表
に
出
た
時
に
は
人
の
姿
は
見
え
ず
、
道
真
の
尊
画
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
藤
左
衛
門
は
尋
常
の
も
の
で
は
な
い
と
思
い
大
切
に
所
持
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
を
経
た
あ
る
日
、
夢
に
道
真
が
出
現
し
、
「
ね
が
わ
く
ば
花
の
下
な
る
名
に
住
ま
ん
」

と
唱
え
た
こ
と
か
ら
藤
左
衛
門
が
気
付
き
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
二
月
二
五
日
に
華
下
天
満
宮

へ
納
め
ま
し
た
。
こ
の
尊
画
の
表
装
を
や
り
直
す
と
き
、
裏
書
を
見
る
と
、
「
華
下
神
像
」
と
記
さ
れ

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E5%B9%B3%E9%A0%BC%E8%B1%8A
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て
お
り
、
増
圭
へ
贈
っ
た
自
画
像
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

華
下
天
満
宮
は
神
社
と
し
て
は
珍
し
く
北
向
き
に
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
松
城
築
城
時
に
当

社
を
城
の
鎮
守
神
と
し
た
た
め
、
結
果
的
に
高
松
城
の
あ
る
北
方
向
を
向
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
特

徴
を
利
用
し
て
、
高
松
市
出
身
の
作
家
菊
池
寛
は
、
同
郷
だ
と
言
っ
て
金
の
無
心
に
来
る
者
に
対
し
、

こ
の
天
満
宮
の
向
き
を
尋
ね
て
高
松
出
身
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
古
天
神
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
野
天
満
宮
よ
り
創
建
が
古
い
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

か
つ
て
は
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
社
殿
も
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
古
天
神
さ
ん
あ
る
い
は
北
向

き
天
神
と
し
て
長
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
九
月
二
五
日
の
例
大
祭
は
も
と
よ
り
、
四
季
を
問
わ
ず
参

拝
者
の
多
い
神
社
で
し
た
が
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
四
日
の
高
松
空
襲
に
よ
っ
て
社
殿

は
失
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
社
地
の
敷
地
内
を
闇
市
の
バ
ラ
ッ
ク
が
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

戦
前
の
社
地
も
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

 

13 

片
原
町
遺
跡 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
工
事
の
際
に
、
遺
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
五
～
一
六
世
紀

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E6%9D%BE%E5%9F%8E_(%E8%AE%83%E5%B2%90%E5%9B%BD)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%8A%E6%B1%A0%E5%AF%9B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%97%87%E5%B8%82
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を
中
心
と
す
る
溝
跡
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト
群
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
Ｌ
字
状
に
検
出
さ
れ
た
溝
は
、

中
世
の
居
館
の
周
囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
堀
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
琴
電
片
原
町
駅
東
側
付
近
に
お

い
て
中
世
の
港
湾
施
設
が
所
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
経
済
・
流
通
の
拠
点
と
し
て
発

展
し
て
お
り
、
居
館
は
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
小
領
主
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
14 
奉
行
所
跡 

琴
電
片
原
町
駅
の
東
側
は
絵
図
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
前
半

に
は
武
家
の
屋
敷
地
で
し
た
が
、
後
半
に
は
奉
行
所
に
な
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
は
、
奉
行
所
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
や
堀
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
礎
石
は
、

安
山
岩
の
平
坦
な
自
然
石
を
使
用
し
て
整
然
と
並
べ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
南
側
の
建
物
は
、
東
西
約
三
．
九
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
五
．
九
メ
ー
ト
ル
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
建
物
の
周
囲
に

は
割
石
を
敷
き
詰
め
た
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
丁

寧
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
北
側
の
建
物
は
東
西
に

図 10 奉行所跡検出の堀 
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長
い
建
物
が
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
一
方
、
堀
は
調
査
地
北
端
で
東
西
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
分

を
確
認
し
た
だ
け
で
す
が
、
深
さ
一
．
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
約
八
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
る
大
規

模
な
も
の
で
す
。
他
地
域
で
も
、
奉
行
所
の
周
囲
に
大
き
な
堀
を
め
ぐ
ら
せ
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
堀
は
奉
行
所
に
伴
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

明
治
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
地
に
鶴
屋
町
尋
常
小
学
校

が
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
小
学

校
校
舎
の
礎
石
列
が
発
掘
調
査
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
校
に
所
在
し
た
花
崗
岩
製
の
門
柱
は
、
現
在
、

旧
新
塩
屋
町
小
学
校
門
柱
と
し
て
高
松
市
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

門
は
主
門
と
そ
の
両
脇
に
付
属
す
る
脇
門
の
二
対
四
基

か
ら
な
り
ま
す
。
門
柱
は
断
面
長
方
形
で
、
基
底
部
は
土

台
状
に
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
、
柱
の
上
部
四
面
に
は
浅
い

六
角
形
の
彫
込
み
に
よ
る
装
飾
が
施
さ
れ
、
頂
部
は
四
角

錘
の
笠
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
上
高
三
．
三
五
メ
ー
ト

図 11 高松市指定文化財旧新塩屋町小学校門柱 
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ル
、
門
全
体
の
幅
は
七
．
一
四
メ
ー
ト
ル
で
す
。
鶴
屋
町
尋
常
小
学
校
（
昭
和
一
六
年
四
月
に
鶴
屋

町
国
民
学
校
に
改
称
）
の
校
舎
建
築
が
始
ま
っ
た
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
頃
に
設
置
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
約
五
〇
年
間
正
門
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭

和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
四
日
未
明
の
高
松
大
空
襲
に
よ
っ
て
鶴
屋
町
国
民
学
校
は
校
舎
が
全

焼
し
、
爆
撃
や
機
銃
掃
射
に
も
耐
え
て
残
っ
た
の
は
四
基
の
門
柱
だ
け
だ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
同
校

は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
に
閉
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
一
日

に
開
校
し
た
新
塩
屋
町
小
学
校
の
正
門
と
し
て
現
在
地
に
移
設
さ
れ
、
以
後
平
成
二
二
年
三
月
三
一

日
の
閉
校
ま
で
六
二
年
間
に
わ
た
っ
て
威
風
堂
々
た
る
姿
で
学
校
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
風

雪
と
戦
火
に
耐
え
て
、
学
校
施
設
と
学
童
の
安
全
を
見
守
っ
て
き
た
花
崗
岩
製
の
門
柱
は
、
鉄
製
の

門
扉
や
門
飾
り
の
取
付
け
・
取
替
え
穴
が
残
り
、
数
次
に
わ
た
る
改
修
を
経
な
が
ら
も
、
学
校
の
歴

史
を
伝
え
る
貴
重
な
遺
産
と
し
て
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 
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北
濱
恵
美
須
神
社 

当
社
の
御
神
体
に
つ
い
て
は
『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
沖
に
出
て
い
た
漁
師
が
帰
る
と
き
、
船
の
艪ろ

に
触
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
取
り
上
げ
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て
み
る
と
冠
形
の
小
石
で
し
た
。
不
思
議
に
思

い
な
が
ら
も
海
に
投
げ
て
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

余
り
帰
る
と
再
び
同
じ
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が

三
度
に
及
ん
だ
た
め
、
そ
の
石
を
持
ち
帰
り
占

者
に
聞
く
と
、
神
石
で
あ
り
、
こ
れ
を
祀
れ
ば

漁
業
が
繁
栄
す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
漁
師
た

ち
は
石
の
小
祠
を
建
て
て
蛭
子
宮
と
崇
め
、

徐
々
に
修
造
を
加
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後

諸
人
の
信
仰
に
よ
り
当
初
小
石
で
あ
っ
た
は
ず

の
御
神
体
が
、
修
造
遷
宮
の
際
に
二
人
で
抱
え

る
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
外
堀
を
挟
ん
だ
対
岸
の
東
浜
に
は
東

浜
恵
比
須
神
社
が
所
在
し
ま
す
。 

  

図 12 『讃岐国名勝図絵』に描かれた東浜港周辺 
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９月２７日（日）ことでん高松築港駅からの復路   

◆ことでん電車 （高松築港）  （片原町）     （瓦町） 

〈長尾線下り〉   12：08  →  12：10  → 12：13着 

〈琴平線下り〉   12：15  → 12：17  →  12：20着 

９月２７日（日）ことでん高松築港駅からの復路   

◆ことでん電車 （高松築港）  （片原町）     （瓦町） 

〈長尾線下り〉   12：08  →  12：10  → 12：13着 

〈琴平線下り〉   12：15  → 12：17  →  12：20着 

 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

テ － マ  屋嶋城跡（浦生地区）と長崎鼻古墳を訪ねる（予定） 

 と  き  平成２７年１０月２５日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  ことでんバス停 健康ランド前 

講  師  渡邊 誠さん（高松市文化財専門員） 

☆広報「たかまつ」１０月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

---------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 
 
◆ことでんバス   （瓦町）  （高松駅） （健康ランド前） 

〈屋島大橋線下り〉  8：20  →  8：30 →  8:50着   
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           「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※参加中は、次のことに充分留意

し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の 

端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

 


